
投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント（各テーマ共通）
記述情報の開示の好事例集2025（サステナビリティ情報の開示）



投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント

• 有報と任意開示との役割分担を整理し、重複回避と深掘りを両立することは有用。具体的には、有報
では投資家の意思決定に必要な要点をSSBJ準拠で集約する一方、詳細情報は統合報告書等に誘導す
ることなども有用。

• 有報は前年度の統合報告書の焼き直しではなく、当年度の経営判断や指標を開示する媒体であるべ
き。また、投資家は有報に最新情報を求めているため、速報値であっても、有報提出時点での情報を、
見積りや推計を含めた算定方法などを説明しつつ、積極的に開示することが望まれる。

• 将来情報や見積りの開示に伴う虚偽記載リスクを低減するため、開示プロセスを適切に整備することや
第三者のチェックを経ることが重要。適切な手続を踏んだうえで、不確実性のある情報も積極的に開示
する姿勢が望まれる。

• 開示プロセスを整備し、開示情報の合理性と算定方法の検証を早期から開始できるように工夫するこ
とは有用。例えば、SSBJ基準等の開示基準の要求事項の中で、定性情報や将来予測情報など期末前

に検証可能な項目を特定することや、定量情報について見積りや推計を含めた算定方法を検討するな
ど、従来の方法にとらわれずに、開示情報を早期に整えられるように工夫することを積極的に検討して
いくことは有用。

• 多様な投資家が理解しやすい構成と粒度の開示にすることは、投資家の分析や評価に活用されやすく
なり、企業価値向上に直結する情報を明確に示すことにつながるため有用。

• AI等を利用した分析手法の広がりに対応できるように、図表だけでなくテキストでも記載し、機械可読性

と分析可能性を高めることは、投資家やアナリストによる企業間比較やスコアリングに活かしやすくなる
ため有用。

投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント：各テーマ共通（1/3）

○ 各テーマに共通する投資家・アナリスト・有識者からの主なコメントは以下のとおり



投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント：各テーマ共通（2/3）

投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント

• 「マテリアリティ」の概念として、SSBJ/ISSB基準が定義する「重要性（materiality）」※とTCFDやCSRDにお
けるマテリアリティ（＝重要課題）では意味合いが異なる点に留意が必要。今後、SSBJ/ISSB基準に準拠
した開示を行うにあたっては、SSBJ/ISSB基準の定義に沿った開示が必要となるが、SSBJ/ISSB基準への
準拠が求められていない企業においても、有価証券報告書上は、「マテリアリティ」をSSBJ/ISSB基準の
定義に沿って財務的な重要性のある情報として開示することが望ましい。

• GRIなどの二軸モデル（社会影響×企業影響）は投資家向け開示に有用とは限らない。投資家を主要な

利用者と明確に認識し、企業価値やキャッシュ・フローへの影響を投資家が判断できるように、企業価
値に影響のある重要な情報を開示することが求められる。

• 財務情報と非財務情報のつながりについて可視化を進めていくにあたり、まずは企業価値向上にどの
ようにつながっていくのかについて仮説を立てることから始めることが重要。そのうえで、企業文化を変
えるなどの人的資本経営の成果が現れるまでには中長期的な期間を要することなどを踏まえ、どのよう
な情報を出せばよいかを検討することは有用。

• 今後、SSBJ基準に準拠した開示をする企業においては、基準に沿ってサステナビリティに関する重要性
のあるテーマを過不足なく開示することが適当。これはCSR経営を否定するものではなく、SSBJ基準に当
てはまらない事項についてはサステナビリティ情報とは別の開示欄で開示するか、またはSSBJ基準に準
拠した開示項目とは明瞭に区別した適切な項目で開示していただくことが望ましい。

※ 重要性がある（material）情報の定義に関する参考資料
・サステナビリティ開示ユニバーサル基準第４項(7)
・SSBJハンドブック『識別したリスク及び機会に関する情報の重要性の判断』

https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/jponly_20250305_01.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/jponly_20250305_01.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250829_02.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250829_02.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250829_02.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250829_02.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250829_02.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250829_02.pdf


投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント：各テーマ共通（3/3）

投資家・アナリスト・有識者が期待する主な開示のポイント

• 全ての有報提出企業がTCFDやIIRCの枠組みからSSBJ/ISSB基準への移行を意識し、過渡期のギャップを
是正していくことが期待される。特に、今後SSBJ基準の適用を見据える企業においては、バリューチェー
ン全体を視野に入れた対応を進めていくことは有用。

• 有報の開示においては比較可能性が重要なポイントだが、人的資本の観点では、その企業特有の性
質や実態を踏まえて競争力の源泉となる人材をどう採用・育成していくのかということがポイントなので、
自社の強みを活かす独自指標を設定し、それを開示することは特に重要。

• 開示の充実については、経営者と開示担当部門を始めとする関係部門の連携が重要。例えば、人的
資本開示では経営戦略と人材戦略の連動性を明確に示すことがポイントであるが、経営戦略と人事戦
略は直接的に連動するとは限らないので、経営戦略を起点としてその間にある道筋を特定したうえで人
事戦略を表現していくなどのアプローチをとるには、関係部門間の連携が重要になる。

• 株主総会前に有価証券報告書の開示を行うことは有用であり、株主総会の３週間前に開示が行えれ
ば、事業報告等との一体開示又は一本化により開示書類作成業務だけでなく会計監査対応の一本化
などの効果が期待できる。株主総会の後倒しも実施することで開示の充実のためのスケジュール確保
との両立も可能になる。
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